
年
度
部
会
長
の
塚
本
徳

09
明
氏
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継

い
だ
松
本
氏
は
「
激
変
す
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
べ

き
姿
や
存
在
意
義
、
理
論
な

ど
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
軸
を
持
っ

て
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
。
行
政
や
保
険
会
社
と

の
関
係
性
や
代
理
店
の
業

態
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
か
ら
消

費
者
の
意
識
や
世
論
ま
で
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
当

部
会
が
存
在
意
義
を
維
持
し

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
創

始
の
理
念
を
継
承
し
な
が
ら

も
柔
軟
な
環
境
変
化
へ
の
対

応
と
消
費
者
の
視
点
に
立
っ

た
体
制
の
構
築
が
必
要
」
と

述
べ
た
。

松
本
氏
は
「
一
つ
一
つ
の

お
客
さ
ま
の
満
足
の
積
み
重

ね
が
、
保
険
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
ス
テ
ー
タ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

一
社
で
も
多
く
の
代
理
店
が

こ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て

業
務
の
質
の
向
上
に
努
め
て

お
客
さ
ま
に
真
の
満
足
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
保
険
業
界

全
体
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
強
調
し
て
、
同
部

会
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
く
意
向
を
表
明
。

「
保
険
業
界
全
体
に
目
を
向

け
て
、
業
界
の
た
め
に
考
え

動
け
る
仲
間
を
増
や
す
」
を

年
度
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ

10ン
に
掲
げ
た
。

（ 3） （第3種郵便物認可）2009年（平成21年）12月 7日（月曜日）

青年会議所保険部会

第

回
臨
時
総
会
・

周
年
記
念
式
典
開
催

30

30

青
年
会
議
所
保
険
部
会
は
、

月

日
に
東
京
都
中
央
区
の
銀
座
ア
ネ
ッ
ク
ス

11

13

ビ
ル
で
第

回
臨
時
総
会
、

月

日
に
東
京
都
新
宿
区
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ

30

11

14

ェ
ン
シ
ー
で

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
2
0
1
0
年
度
の
部
会
長
に
任
命

30

さ
れ
た
松
本
一
成
氏
は
「

年
度
は
、
『
原
点
回
帰
と
環
境
適
応
』
を
ス
ロ
ー
ガ

10

ン
に
閉
塞
（
へ
い
そ
く
）
感
の
あ
る
保
険
業
界
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
心
掛
け
、
保
険
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
く
」
と
所
信
表
明
し
た
。

同
部
会
の
2
0
1
0
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
原
点
回

帰
と
環
境
適
応
」
で
、
テ
ー

マ
は
「
激
変
す
る
業
界
に
ぶ

れ
な
い
軸
を
」
。

事
業
計
画
は
①
研
修
会
や

対
内
外
広
報
な
ど
に
よ
る
、

保
険
業
界
の
未
来
を
創
造
す

る
事
業
の
開
催
②
同
部
会
メ

ン
バ
ー
全
員
で
行
う
会
員
拡

大
活
動
の
実
施
な
ど
、
会
員

拡
大
の
推
進
③
事
務
局
運
営

の
効
率
化
と
定
着
化
な
ど
、

効
率
的
か
つ
、
わ
か
り
や
す

い
部
会
運
営
―
の
3
点
を
柱

と

し

て

い

る
。

新
部
会
長
に
松
本
一
成
氏

「
原
点
回
帰
と
環
境
適
応
」ス
ロ
ー
ガ
ン
に

中央右から松本氏、塚本氏


